
program
1.F.Sartori            “君と旅立とう”                  （家田）

2.イスラエル民謡    “シャロームの歌”              （牧 ）

3.谷村新司           “いい日旅立ち”                 （斎藤）

4.大中恩 “しぐれに寄せる抒情” （大西）

5.Donizetti  “家を建てたい”          （三部）

6.L.Luzzi             “アヴェ・マリア”           （森本）

    7.アイルランド民謡 “ダニーボーイ”              （高橋嬉） 

8.團伊玖磨           “花の街”           （葛原・渡辺）

9.Valente           “トルナ”                (木原 ）

10.S.Cardillo           “カタリ・カタリ”            （梶川） 

 11.A.L.Dvorak       “母に伝えしわが歌”         （恩田 ）

   12.佐原一哉    2重唱 “童神～天の子守歌”  （高橋美・森）

 13.F.Schubert          “ます”            （村上） 

14ロシア民謡 “ステンカラージン”  （和出野 ）           

15.水野良樹   “ありがとう”    （首代・肥沼）

 10分休憩

16.G.B.Pergolesi       “ニーナ”                 （牧）

17.P.F.Tosti            “魅惑”            （斎藤）

18.大中寅二            “椰子の実”           （三部）      

19.玉木千春            “未来へ” 2重唱         （垣見・安藤）

20.F.P.Tosti             “夢”                             （肥沼）

21.越谷達之助         “初恋”           （梶川）

22.G.Puccini           オペラ「ボエーム」より

     “私の名はミミ”                 （鈴木）

  23.G.Puccini          オペラ「ラ・ボエーム」より2重唱

         “愛らしき乙女よ”        （鈴木・平野）  

24.G.Puccini          オペラ「トゥーランドット」より

            “お聞きください王子様”    （家田）

25.G.Puccini           オペラ「トゥーランドット」より

          “誰も寝てはならぬ”        （高橋嬉）

26.W.A.Mozart        オペラ「フィガロの結婚」より

              “愛の神様”                  （森本）

  

   

27.A.Catalani  オペラ「ワリー」より

                      “さようなら故郷の家よ”     （葛原）

28.W.A.Mozart オペラ「コシファントゥッテ」より

              “愛の息吹”                     （平野）

29.G.Puccini オペラ「マノン・レスコー」より

                  “柔らかなレースに包まれて”  （垣見）

30.G.Verdi    オペラ「リゴレット」より

４重唱 “愛らしき乙女” （柴崎・有吉・大西・前原）     

10分休憩

31.V.Bellini   オペラ「夢遊病の女」より

“ああ、信じられない”      （森）

32.G.Puccini オペラ「トスカ」より

                “星は光りぬ”                      （木原）

33.G.F.Handelオペラ「クレオパトラ」より

          “この胸に息のある限り”           （有吉）

34. G.Donizetti オペラ「ルチア」より

“わが祖先の墓”       （渡辺）       

35.G.Donizetti  オペラ「シャモニーのリンダ」より

“この心の光” （柴崎）

36.G.Verdi    オペラ「ナブッコ」より

“哀れみも誉も愛も” （前原）

37.G.Verdi     オペラ「椿姫」より

“そはかのの花”  （恩田）

38.G.Verdi オペラ「トロヴァトーレ」より

      “穏やかな夜に”                （高橋美）

    39.A.Ponchielli     オペラ「ジョコンダ」より

          “彼女は死ななければならぬ”   (安藤）

40. G.Puccini オペラ「蝶々夫人」より

                  “ある晴れた日に”        （村上）

41. G.Verdi オペラ「仮面舞踏会」より

“お前こそ心を汚す者”  （和出野）

42.G.Verdi      オペラ「仮面舞踏会」より

              “あの草を摘み取って”              （首代）

43.G.Cioffi     “5月の夜” （宗像）

   ●●●● 出演者 ●●●●
                             
家田恵理佳(Sop) 恩田美知子(Sop)    垣見千鈴(Sop)       
葛原久美(Sop)    三部一枝(Sop) 柴崎美絵(Sop）
鈴木三美(Sop)   首代明子(Sop） 高橋美智子(Sop) 
村上裕子(Sop)     森夕花(Sop) 有吉聡子(Mez)     
森本広子(Mez)    大西健(Ten) 梶川完之(Ten)
木原俊夫(Ten) 肥沼康一郎(Ten) 高橋嬉文(Ten)
平野充(Ten)   渡辺敬介(Ten) 斎藤仁志(Bar)
前原敏也(Bar) 牧純平(Bar) 和出野充洪(Bar) 
安藤善克(Bas)

              ● ピアニスト     ● 指導
                土屋麻美       宗像成弥

ごあいさつ

本日は第23回 「幸せになるための声」声楽発表
会にお越し頂き誠に有難うございます。

一昔前まで「オペラ歌手は1に声、2に声、3に声」
と言われ、たいそうな恰幅で大根役者のであっても
声量のある美しい声を持ち合わせていれば大活躍で
きる時代でした。現在では容姿や演技力も重要な要
素となり、そういった条件を満たした限られたス
ター歌手の出演する引っ越し公演に観客が偏るよう
になりました。
“天は二物を与えず”を思わず疑ってしまうような
二物を持ち合わせていない人間にとっては危機的な
状況 (^^;)ですが、実は音響技術の進化によって、
昔のように天井桟敷席の観客まで届く声量が必要な
くなったことが大きな要因となっています。
劇場においてマイクを通してスピーカーから最も美
しい声に聞こえるように調整された声は音響設備の
スイッチを切って生で聴いた場合、格段に印象が薄
くなります。美しい表情と演技で歌うことは理想で
すが、演技的に強い印象を与えるような手の上げ方
ひとつ取ってみても、声に与える影響はとても大き
く、大きな共鳴を犠牲にせず歌う為には、昔の歌手
の様に何もせずに突っ立って歌うのが理想なのです。

無駄な動きのない出演者には努力の賜物とご理解
頂き、大きな拍手をお送り頂ければ幸いです。

宗像成弥


	スライド 1

